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兵庫県のハナムグリ
(兵庫県甲虫相資料｡130)

高 橋寿郎
かつた。

この論文にははっきりとHiogoとは書いてないが滞

在地が神戸であったことからKobe(Hiogo)産のものと
考えて良いと思われる。

ハナムグリ類ではGlycyphanajucundaコアオハナム

グリ （現Oxycetonia属),アオカナブンRhomborrhina

unicolor,シロテンハナムグリCetoniasubmarmorea

(現Protaetiaorientalissubsp.)の3種である。いづ
れも普通種である。

1876, E.v.Herold・ Bericht iibereineSendung

ColeopterenausHiogo.

Abhandl.Nat.Ver・Bremen,

V:115-135.

T・Lenzの採集品に基いてHaroldが1875年に発表し

た論文の第2報である。全部で49種記録された内に1

新属， 3新種の記載がある。産地は表題のごとくHiogo
〔神戸〕である。ハナムグリは次の2種が記録されて

いる。

p・127, 27． カナブンRhomborrhina japonica

p､128， 28． キョウトアオハナムグリ Protaetia

lenzi,本論文でCetonialenziとして新

種の記載をされたものである。

兵庫県産ハナムグリ研究史

眺腰寳顛こ兵庫県産のﾊﾅﾑグﾘの研究の歴史を

1879, L.v・Heyden， DieColeopterologischeAu.

sbeutedesProf・Dr・Reinin

Japan l874-1875.

Deut・Ent・Zeit.,XXIII,

Heft、 II :321-365.

ReinJohannJustus(1835～1918)がプロシャ公使館

顧問として東京に滞在したのは1874～1875年の2年間

である。その間前後6回にわたり日本の本州，四国，

九州を丹念に歩るいて主として甲虫を採集それをまと

めたものがこの論文である。始めにそれ迄の日本の甲

虫の研究史的なことにもふれていて収録された記録も

それ等のものがふくまれているものもある。全部で152種

の甲虫類が記録され．ガネムシ類は35種記録されてい

る。ハナムグリ類も7種（ヒラタハナムグリが1種入

っている）記録されている(p､346-347,No70-76). 兵

庫からの記録は4種でいづれも普通種のみであるから
●
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arktischenCetoniden,I(Col.)．

Ent・Mitt,．Ⅳ:17-26.

p.20-21に神戸産でCetonia(Eucetonia)Bodemeyeri

なる1新種の記載がある。神戸産なので筆者も可成り

調査したのであるがどうも色彩による変化のみで記載

されたようで現在のCetonia(Eucetonia)roelofsi(Har.

old)のシノニムとして取扱う方が良いと考える。

和名のみ記しておく。カナブン，アオカナブン， シロ

テンハナムグリ， コアオノ､ナムグリ。

1901,大上宇一． 播磨産金亀子科．

動物学雑誌,13(156):321-323．

日本人の手によって兵庫県下での甲虫の記録が発表

されたのがこの明治34年の大上宇一氏の一連の報文で

ある。コガネムシ科に就いては28種記録されている。

和名だけのもの，学名のついているもの，種の決定が

出来てないもの等々で現物を見なければ現在のどの種

に該当するものか良くわからないのもいる。学名も現

代の知見では可成り変更を要する。ハナムグリ類は8

種あるようだがどれが現在のどれに当るのか見当のつ

かないのがある。かって筆者は記録されたコガネムシ

全部に就いて現在の知見で検討した報文を発表したこ

とがある(MDKNEWS,Vol､25,NQ2: 17-2121,1973)b

どちらにしても当時の報告としては止むを得ない内

容になっていると思われるが現時点での引用には少々

困難を感じる。産地は現在の揖保郡下のものである。

1923，新島善直，木下榮次郎． こがねむしに関する

研究報告（第二入我国に産するこが

ねむし及其分布。

北海道帝国大学農学部演習林研

究報告,第港,第2号:1～253,pl.1-Z

この時代迄松村博士の研究を除いては日本のコガネ

ムシの研究は主として欧米人によって行なわれてきた。

それが日本人によって日本のコガネムシの綜合的研究

として初めて発表されたのがこの報文である。

この報文は両博士が、こがねむしの被害及び駆除に

関する研究報告(第一)〃を1917年に発表その続編とし

て日本に産するこがねむしの種類を分類し各個の昆虫

学上の性質を記載し更に識別点を明かにして主として

林業家の実用に供せしめ且つ各種の分布区域を確か虻

んことを期したと冒頭に書いてその目的を明示してお

られる。

当時の日本のことであるから朝鮮，台湾産もふくま

れ多くの新種の記載と図説がある。その当時迄に日本

産として知られた種で標本を検せられたものは全部訂

載があり，標本のないものは種名のみ記しておられる。

現在の知見からすれば同定の間違っている種もあり菊

種として記載されたものもシノニムとして姿を消さた

ばならぬものもあるが日本の当時のコガネムシの同定

には非常に役にたつ貴重な文献である。たぎしコガネ

ムシと言っても食葉類についてのみである。

兵庫県産の記録も従来の欧米人の記録の収録以外に

本書がオリジナルの記録も多い。兵庫県産の新種記葡

は無い。ハナムグリ類については僅かにカナブン（招

磨）の記録があるのみである。

1007,大上宇一． 播磨産甲虫類（承前)．

昆虫世界,11(116):155-160．

前回と同じ揖保郡下産の甲虫報告の一連のもの、内

この報文でコガネムシ科32種が記録されている。どれ

もデータがついていない。今回の方が全部に学名も入

っていて見当がつけやすい。ヒケコガネの立派な図が

入っている。ハナムグリ類は6種記録されている。勿

論いづれも普通種である。コガネムシ全般の配列も大

変バラバラである。

この報文に出る種に就いての検討も別に報告したこ

と力ざある(1973)。

1913, G.J,Arrow． NotesontheLamellicorn

ColeopteraofJapanandDe.

scriptionofafewnewSpecies.

Ann.Mag.Nat.Hist.,m(8)
: 394-408.

Lewisの1887, 1895年にまとめられた日本産コガネ

ムシ相には83種力罫記録されたがそれらに追加すべき種

及びシノニムとしての処理，同定の訂正，新種の記載

をふくみ109種の目録を発表された。本報文で11種が

新種記載されているがp､404にKobe産でProtaetiaho.

ndanaとして記載された種はキョウトアオハナムグリ

のシノニムとして現在P. lenziと取扱れている。

1933,関公一． 御影町附近産の甲虫目録(其の一）

昆虫界,1(3) :251-253.

大上氏の県下産コガネムシ報告以来の邦人によるニ

ガネムシ相の報告である。御影町附近となっている力

六甲山，摩耶山を含んでいるので現在の神戸市の東音

地域のものと解釈出来る。 38種のコガネムシが記録さ

れている。同定の間連とか学名の変更を要するもの望

は多くある。ハナムグリ類は8種記録されている。 ノ11915,M,Curti・ BeitragezurKenntnisderpala-
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コガネムシは54種記録されていてハナムグリは9種記

録されているが同定間違い或は学名の変更しなくては

ならないものもふくまれている。

1942，高橋寿郎． 神戸産はなむぐり亜科雑記．

昆虫世界， 46(542） ：306308．

カナブンの色彩変化， シロテンハナムグリの色彩変

化と神戸産に追加の3種の記録。

1943，高橋寿郎．神有沿線甲虫相．

昆虫世界, 47(548) :102-104.

47(549） ：133-135．

コガネムシ56種を記録。ハナムグリは9種。

1949，高橋寿郎. Cetoniinae亜科覚書．

昆虫科学， 6(27） ：55-61．

神戸産ハナムグリ13種の記録を解説する。

1基墓再'9

乗

1957，高橋寿郎． 神戸産ハナムグリ亜科甲虫に就

いて．

兵庫生物, 2(2) :101-103.

神戸産ハナムグリ12種に就いて報告した。前回(1949）

と数が減少しているのはCetoniabodemeyeriをC. ro-

elofsiと同一種として取扱っているため。
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し 以上古い所の研究に就いては局所的な報文でも一応

代表的なものは説明してきたが所謂る県下全般を眺め

たハナムグリに関する報文と言うものは古くからもま

た之以後も残念ながらほとんど無く(僅に筆者が1959,

1963年に、兵庫県のコガネムシ類臘と題した報文が県

下のハナムグリ類全部をとりあげたものとしてある。

兵庫生物,Vol.3,No2:365-375,Vol.5,NQ314:252-259兆

一方部分的なファウナの中にふくまれたものは可成り

ある。今それらの内代表的なものを若干地名と報告者

名と発表年代を記しておく （詳しい表題は拙著蝋兵庫

県産甲虫類に関する文献目録，改定版， 1981〃を参照

して頂き度い)。

川辺郡，川西市（仲田， 1970, 1978, 1982).氷上郡

(山本， 1958，高橋, 1960).出石郡(高橋, 1963).多可

郡(西脇自然同好会， 1965).神崎郡(高橋， 1978).扇ノ

山(湯浅， 1960～1964,辻，岸田， 1972).但馬地域(高

橋， 1975, 1978, 1981).扇ノ山，氷の山，三室山（奥

谷，高橋， 1974).淡路島(堀田， 1974，高橋， 1975)．

兵庫県産ハナムグリ類の現在までの研究の概略を説

明して見た。
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浅くなり，腹節にはかすかな縦凹線があるだけ。前脹

節は罰では細く第1歯があるが早では太く2外歯があ

る。また暗い緑色がかった紫色を呈して一見別種と思

われるような色彩をしたものもいる。本種は日本各地

にも普通なのであるが北海道に分布していない。生態

に就いても詳しい報告もない。

産地：洲本市三熊山〔堀田， 1959, 1974〕*，先山〔堀

田， 1976〕・三原郡諭鶴羽山〔久松， 1974〕､川辺郡猪名

川町肝川,内馬場〔仲田,1978〕,槻並(1研,2-Ⅶ-1978)．

川西市多田(5畝， 24-Ⅶ-1938, 5旱， 24-Ⅶ-1938,2夢，

1手,4－Ⅶ-1941)，笹部（1旱,21－Ⅶ-1959,Tsuk-

aguchi leg.),笹部，見野，横地，東畦野，山原，芋生

〔仲田， 1978〕,能勢妙見山(1旱， 30－Ⅶ-1982).Hiogo

(Harold,1876, Heyden,1879]・神戸市御影〔関,1933),

摩郡山〔増田,橋本,1941〕,烏原(3罰,1早,12-Ⅶ-1938,

1早,10-Ⅶ-1938,1¥,22-Ⅶ-1938,2旱,14-Ⅶ-1973,1母

11-Ⅶ-1981,1母,13-Ⅶ-1982,1畝,1旱,9-Ⅶ-1982),山の

街(14乳4平,11-Ⅷ-1957,1畝,6早， 19-Ⅶ-1959),須磨

〔北村,1937〕,妙法寺〔鳥居,1962〕,白川(1乳2￥,26-Ⅶ

-1978,1罰,25-Ⅶ-1979),下谷上(1手,29-Ⅷ-1979)．播

磨〔新島,木下,1923〕､明石市明石公園(2exs., 29-W-19

75,1ざ'’26-Ⅵ-1978,1忽,12-Ⅶ-1978).飾磨郡家島〔上

田,1981〕．揖保郡〔大上,1907〕・氷上郡〔山本,1954〕,黒

井(1罰,2-Ⅶ-1955),妙高山(1忽,15-Ⅷ-1955).出石郡神

楽村〔北村,1937〕,松ヶ枝〔高橋,1963〕，出石町内町〔高

橋,1975,1981〕､豊岡市京町〔高橋,1975, 1981〕.養父郡

氷の山(2ダ,1旱,27-Ⅶ-1956） 〔高橋， 1981〕．

SubfamilyCetoniinaeハナムグリ亜科

TribeCetoniini ハナムグリ族
I

1.Rhomborrhina(s.str.)japonicaHope,1841

(Fig.1,9,24) カナブン

本種はF､W.Hopeの噸DescriptionofsomenewLa.

mellicornColeopterafromNorthernlndia恥と言う

表題の論文(Trans.Ent.Soc・London, II,pp､62-67,

1841）の中でp.64にシーボルトカ罫日本で採集した標本

でLeydenのDeHaan教授より送られたものであると記

して新種記載されている。詳しい産地は書いてない。

日本産ハナムグリで一番初めに学名を与えられたもの

が本種になると考えられる。

次いでBurmeister,H・は1842年Rhomborrhinaopal.

ina並びにR.clypeataを日本から記載している(Handb.

Ent､111)。これ等はいづれも現在では本種のことである

とされている。特にclypeataは変種として形短く巾広

きものであると言うのであるがそれ程はっきりした区

別は出来ないので現在では認められていない。

1875年にはWaterhouseによって職Japan.Verycom.

moninall the islands〃として記録された(Trans.

Ent・Soc.London,p.113,1875)。

HaroldはHiogoから記録し(Abh.Nat・Ver.Bremen,

V: 127, 1876), HeydenもHiogo産13,4f¥を記録し

ている(Deut.Ent・Zeit・XXIII,p.346-347,1879)｡その

後Dr.C.Gottscheが日本で採集した甲虫の記録の中に

も本種が入っている (Arch.f.Naturg,52: 194,1886)。

1887年G・Lewisは蝋変化のある種で非常に普通に産

する。Pryerは一本の樹から24時間に125頭採集した〃

と記すと共にThomsonの命名したR.squammulifera,

glauca両種は本種のことであると整理されている(An.

n.Mag.Nat・Hist・XIX,5: 198.)そして新島,木下両博

士によって図説された（1923)。

普通に見られる種であるが兵庫県下では山地帯には

余りいないのか記録が少い（普通種なので採集されて

いないのかも知れない力欝)。クヌギ類の樹液に集る･ く

ずれた朽ち木の中などに産卵。幼虫は朽ち木などの腐

植物を食べて育つ。 1～2年で成虫となる。

個体数減少と言う現象はうか守えない。相変らず多

くいる。色彩において濃緑色を呈する個体もあり，ア

オカナブンに近い色彩のものもいる。アオカナブンと

の区別は古く小寺正文氏力：図説されたこと力欝ある （関

西昆虫雑誌， 1巻， 2号, 1933)b罰では第1～第3腹

節にも縦溝がつずいているが字では後胸板の後方では

2．Rhomborrhina(s.str.)politaWaterhouse,1875

(Fig.2,11,24). クロカナブン

本種はWaterhouseによりYokohama産標本で新種と

して記載された(Trans・Ent.Soc.London,p.113,1875)。

その後LewisはBukenjiには8月に普通そしてKadzusa,

Sadoにも産するとされている(1°C.,p.197,1887)｡Arr-

owはTorynorrhina属の種として日本から記録している

(Arrowは日本産カナブン3種総てをTorynorrhina属

として取扱っている。 Ann・Mag.Nat・Hist.8,m, p.

395,1913)。

新島，木下両博士は図説をしておられる(1923)。

本種は県下では個体数の少い種である。県の中央部

あたりにはいるようだが北部方面での産の記録が無い。

氷上郡あたりは割合いたようであるが現在いるかどう

か。宍粟郡音水あたりにはいるようだが採集地点が見

つけ難いので個体数が仲々得られないようである。

＊産地で〔 〕の中のものは記録からの引用， （ ）の中

のものは筆者採集，標本所有のもの。
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-1981,1罰,11-Ⅶ-1981,1早,9-Ⅶ-1982,1早， 15-Ⅶ-19

82,1罰,3早,17-Ⅶ-1982),山の街(1¥,19-W-1959),箕

谷(1平,25-Ⅵ-1948),多井畑,下畑,板宿〔北村， 1937〕，

垂水下畑〔竹中,1935〕,妙法寺〔鳥居,1962〕,谷上(1ex.,

29-Ⅷ-1979).揖保郡〔大上,1901);氷上郡柏原(1¥,6-

Ⅷ-1955,1ダ,8-Ⅷ-1955).出石郡神美村〔北村， 1937〕，

中村〔高橋,1963,1981〕・城崎郡神鍋山〔原,1938〕,三川

山〔高橋,1975,1981〕・養父郡氷の山(2￥,27-Ⅶ-1956,

2平,21-Ⅶ-1958)〔高橋,1981〕・美方郡扇ノ山〔湯浅，
1961,辻，岸田， 1972〕．

4.Cetonia(Eucetonia)pilifera (Motschuisky,
(Fig.3,12,25) 1860)ハナムグリ

本種はMotschulskyにより日本産でGlycyPhana属と

して記載された(Etud・Ent.,1860,p.15)｡Waterhouse

も同じくGlycyphana属で蝋Japan,N・andS.〃として記

録している(1875)。

HaroldはCetonia属の種としてHiogo,Kiushiuから記

録した(Bull.SoC・Ent.Belg.1880, p.4)｡Reitterはそ

の大著Best.-Tab. (38),1898の中でEucetonia亜属の

種としてJapanとだけで収録している(p.38)。

Haroldが1877年Japan産として記録されたGlycypha.
napiligeraも本種のことである（これは種名を間違え

たのであろう。Deut.Ent・Zeit.,Xm, Heft. II :357)｡

新島・木下両博士により図説された(1923)。

全国的に普通に産する種である。成虫は5月頃から

出現し花に集る。幼虫はもろくなった朽ち木や腐葉土

中でそれら腐植物を食べる。 4～5月ごろ蛎化，次い

で成虫となる。卵から成虫までの期間は1～2年と言
われている。

伊豆諸島産のものはsubsp・izuensisNomuraとされ
る。

兵庫県下でも大変広くまた普通に産する種である。

罰では腹節の中央に縦凹がある。 ，

産地：洲本市先山〔堀田,1959〕・川西市多田(1乳1早，

18-V-1952),笹部（仲田, 1972]・西宮市香櫨園(83,

10-V-1941, 2f,10-V-1941,2¥,12-V-1941,11f,

14-V-1955),岡田山〔前多他,1974).神戸市御影(1ex.,

28-N-1961,Tsukaguchi leg.)[関,1933),住吉(2cJ,

1旱,9-V-1955,1f,16-V-1934, 1芋,19-V-1936),摩

耶山〔増田,橋本,1941〕，烏原（1乳25-Ⅳ-1939, 1畝，

4-m-1939,143,18f,2-V-1954,23,17-V-1953,2c7,

4f,25-V-1953,1cZ,1¥,25-V-1958,33,10-V-1959,

1f,28-V-1972,5exs.,22-V-1980,1ex.,4-V-1981,2ex

s.,9-V-1981,1ex.,16-V-1981,2exs.,9-V-1982),谷上

(1ex.,7-V-1961),高取山〔鳥居,1962],押部谷木見(1ex.,
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多井畑〔北村， 1937〕，西垂水〔烏居， 1962〕，藍那(1

ex., 5-W-1978),下谷上(1ex., 4-m-1979), 押部谷

木見(1ex.,24-m-1980)．三田市永沢寺(1ex., 3-W-

1978)．多可郡鳥羽(1ex.,29-W-1972),三谷(1ex.，

29-W-1974, 1ex., 26-m-1975, 2exs., 12-V-1974,

4exs., 18-V-1974, 2exs.,24-V-1975)． 朝来郡須留

ヶ峯(1ex., 9-W-1975,M.Yumaleg.)神崎郡大河内

町川上(5exs.,4-W-1977, 1ex., 18-VI=1977),飾磨郡

家島(2exs.,26-V-1978)．相生市三濃山(3exs.,7-

V-1972, 2exs.,6-V-1973, 5exs.,8-W-1974),揖保

郡〔大上, 1901).宍粟郡福知渓谷(1ex.,20-W-1976

)，水谷(3exs., 17-W-1981),音水(17, 2早, 20-

W-1959, 83, 1", 31-V-1970, 2exs.,V-1972,

5exs., 11-VI-1972, 1ex.,25-W-1972, 1ex.,16-W-1972,

1ex.,11-m-1978),赤西(1ex., 9-m-1978),坂の谷(1

ex., 9-W-1973).氷上郡〔山本, 1958).出石郡神美村

〔北村， 1937〕，出石町榎見〔高橋， 1963, 1981〕・豊
岡市愛宕山，大岡山，神武山，森尾〔高橋， 1975, 19

81〕・養父郡氷の山（1罰， 22-Ⅶ-1954, 2罰， 3早， 25
－Ⅶ-1955, 4畝， 2旱， 27-Ⅶ-1957, 4乳1旱， 25-Ⅶ-

1959） 〔高橋， 1981〕・美方郡扇ノ山〔高橋, 1960).

16-Ⅶ-1980),谷上(1ex.,7-V-1961),多弁畑〔北村1937],

須磨(13, 18-V-1939),鉢伏山(2exs., 3-V-1959,

Tsukaguchi leg.).明石市明石公園(3exs.,21-V亨1975)．

高砂市伊保町〔森田,1974〕・飾磨郡家島〔上田,1981〕・揖

保郡〔大上,1901)・氷上郡〔山本,1958)・城崎郡神鍋山〔原，

1938〕,城崎(1¥,17-V-1970).養父郡氷の山(1ex.,25-

Ⅶ-1955)〔高橋,1959〕・美方郡扇の山〔湯浅,1960,辻，

岸田， 1972，高橋， 1981〕．

5．Cetonia(Eucetonia)roelofsiHarold, 1880

(Fig.3,13,26) アオハナムグリ

本種はHaroldによりJapan(Hakodate)を産地として

新種記載された種である (Bull.S"Ent.Belg.,p,v，

1880)｡新島，木下両博士の図説まで余り文献にはあら

われていない。普通種にしては案外である。本種は日

本中に産し、前種ハナムグリに混同して産す。個体数

は前種に比しや、少いようである。光沢は一般にはな

いが中に艶のある個体も得られる。Reitterにより異常

型力§記載(Verh.Nat.Ver・Brunn.37:55, 1898) され

ているがab.nitidulaは光沢を有し白斑を欠く, ab.vill-

ifronsは光沢無く緑黒色をなし下面全面緑色を呈し，

前胸背に紫色縁なしというもの。更にC.bodemeyriな

る種がCurtiによってKobeから記載されている(Ent.

Mitteil.N,p､20,1915)が記載のみでは本種と区別は

出来にくい。いづれも本種の色彩及び光沢の変化によ

る範囲内にあると考えられる。

五島列島に産するものはsubsp・gotoanaNakaneと称

される (Akitu,11巻, 4号, p.48, 1964)。

前種と同じ様に成虫は5月ごろから出現し花に集る。

幼虫はもろくなった朽ち木や腐葉土の中で育つ。 4～5

月頃蝿化する。罰では腹節の中央に縦凹がある。

兵庫県下全域に広く公布している。

産地：三原郡諭鶴羽山〔堀田,1974〕・洲本市先山〔久

松， 1974，堀田， 1976〕,安乎町〔堀田， 1979〕・川辺郡

猪名川木間生，内馬場〔仲田， 1978〕・川西市山原，笹

部,大和〔仲田,1978〕・宝塚市武田尾(43,25-v-1954).

Kobe(Curtis,1915),神戸市摩耶山",27-V-1953,
1早， 14-Ⅷ-1953） 〔増田，橋本， 1941〕，烏原（2罰，

壗譽淵｡l零コ
22-V-1938, 53, 1－Ⅵ-1941, 1

23-V-1980, 1ex., 16-V-1981),

1942)，山の街(13,3f, 12-V-1949, 27,", 22-

V-1949, 2En,5－Ⅵ-1949, 13, 5-V-1954, 13, 7-

V-1950, 1<n, 30-W-1950, 23, 17-V-1953, 13,

16-V-1954, 2cn, 30-V-1954, 13, 13－Ⅵ-1954, 1

手， 5－Ⅶ-1954)，箕谷(43, 23-V-1948, 4旱, 6-VI-

1948， 2手, 9-V-1948),丹生山(1¥, 15-V-1955),

6．Protaetiabrevitarsis (Lewis, 1879)

(Fig.4,14,26) シラホシハナムグリ
LewisによりCetoniabrevitarsisとしてfromSouth

Japan,whereit isverycommonとしてNagasaki産で
新種記載された(Ann.Ma9.Nat・Hist.5,W,p.463,1879)。

更に1887年には､foundinJapan,asfornorthasKio-

tO〃として記録その所で噸Thereisaseriesisthe

BritishMuseumfromKorea〃と記している(1.C.,5,

19：198,1887)。

Arrowは東洋地域のProtaetia属の検索を示された

が同時に本種もProtaetia属として取扱れた(Ann.Mag.

Nat.Hist.,8,11:405-407,1913)｡氏は従来の小範囲の
Protaetiaでなく, Potosia,Liocola,Pyropotosia,Pr.

otaetiaの4属を総てこの属と扱った。

村山博士は図説されたがLiocola属を用いられた(19

50)b新島，木下両博士はLiocola属で図説されたがそ

の記載及交尾器より見れば真のbrevitarsusではなく

cataphractaとorientalisを含んだものを指しており図
版の交尾器は明らかにcataphractaのものである。

八幡英夫氏は日本産Protaetia属に就いての再検討を
された（昆虫， 15巻， 2号,p､75-84,1941)｡その中で本

種に就いてのそれ迄の整理をされた。

日本産は原亜種でシベリア，アムール，朝鮮産は夫

々別亜種とされている。手許には3地方の亜種をそれ
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ではまばらで芋には密な点刻を有す。後陛節の端刺は

罰では鋭く尖るが￥ではや、鈍い。

産地：川辺郡東谷村妙見山西方〔今西， 1938〕,猪名

川町木間生〔仲田， 1978〕,川西市横地，笹部〔仲田，

1978〕､神戸市六甲山(1￥， 16-Ⅶ-1938).宍粟郡音水(2

早早, 20-W-1969).出石郡出石町内田〔高橋, 1963).

美方郡湯村（1旱， 23-Ⅶ-1952)．

8． Protaetia lenzi (Harold. 1876)

(Fig.5,16,27) キョウトアオハナムグリ

本種に就いては筆者が詳しく報告(1978, 1979)して

いるので此処では産地のみ記録しておく。データのつ

いているのは上記報文以後の記録である。

産地：淡路島（？).川辺郡猪名川町,内馬場,木間生．

川西市大和，横地，笹部，西畦野，黒川，妙見山．宝

塚市売布山手1丁目[1gi,23-m-1970,加藤,1981)・神戸

市原田，野寄，摩耶山，御影，多井畑,-本山，須磨鉢

伏山，太山寺(1早, 23-VI-1982,M.Tanaka leg.),須

磨(13,9-W-1982,Y.Hachiyaleg.).明石市明石公園

氷上郡柏原．出石郡出石町内町．城崎郡香住．

9.Protaetiaorientalissubmarmorea(Burmeis-

ter, 1842) シロテンハナムグリ

(Fig.6,17,27)

シロテンハナムグリの同定は可成り混乱していた。

Potosia(Calopotosia)aerataErichson,1834(当初Cet.

onia属）をシロテンハナムグリとしていたがArrowは

Protaetiaorientalisのシノニムとされた(1913) (本種

も当初Cetoniaで記載された。Mon.Cet.,p､57193,t.

34,f.6,1933兆かっては日本の多くの図鑑ではLiocola

brevitarsisの学名で取扱って真のシラホシハナムグリ

と違っていた。

可成り変化がある種なのでそれが混乱の原因の一つ

ともなっていたと考えられる。原亜種はヒマラヤ， カ

シミール，支那，台湾に分布している種である。手許

に北支那産1芋がある。原亜種に当ると思われるが日

本産亜種との区別はそれ程明瞭ではない。 日本産亜種

はsubsp.submarmorea(Burmeister)(Cetonia属.Ha-

ndb・Ent., p､472,1842) として扱われている。体色の

変化，体長の変化も多くある。 日本各地（但し北海道

には分布していない）に普通に産する種で5～9月上旬

に出現。 トカラ諸島にはsubsp.tokaranaNomura,1964

を産する。本亜種は奄美大島以南には分布していない

ようである。

兵庫県各地に極めて普通に産する種である。完全な

生活史はまだ解明されていないように思う。成虫は5
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産に比し黒色斑紋が少く，黄褐色部がより多い。台湾

にも分布している。台湾産も同じ様な斑紋の傾向力;う

かぎえる。

成虫は5月ごろから出現し，樹液に見ることが多い。

幼虫はもろくなった朽ち木， また腐葉土中で腐葉植物

を食べているものと思われる。尾節板研では中高であ

る。
‘‘ノ

産地：洲本市物部〔堀田,1977〕’三熊山〔登日,1977〕・

津名郡一宮町江井〔堀田,1980〕・川西市芋生〔仲田， 19

78〕､西宮市内(13,10-m-1999).神戸市御影〔関,1933,
柴内,1950),六甲山〔柴内,1950),摩耶山〔増田,橋本，

1941〕,烏原(1忽,11-Ⅵ-1958,1ダ,22-Ⅵ-1942,13,23-

Ⅶ-1939,1畝,15-Ⅵ-1942幾1ダ,21-Ⅶ-1939)，板宿〔北

村,1937〕・氷上郡〔山本,1953〕,黒井(1罰,8-Ⅶ-1955, ,
lcn,13-m-1955,13,18-W-1955)．出石郡但東町奥矢

根〔高橋,1963,1981〕，出石町内町〔高橋,1975,1981〕．

月から見られ，樹液などに集るが花に飛来しているの

も結構いる。幼虫はもろくなった朽ち木， また腐葉土

の中でそれらの腐植物を食べて育ち， 1～2年で成虫

となる。

腹部はダではや、弓形に曲がり中央はかすかにおさ

えられる。尾節板は罰では先端近くで強く中高になる。

産地：洲本市先山〔堀田,1976〕・川辺郡猪名川町木間

生，清水，内馬場〔仲田,1978〕､川西市多田(1忽,4-Ⅷ-

1941,4乳19-Ⅵ-1939),笹部,花折橋付近，東畦野，黒

川〔仲田,1978〕・ Hiog(Heyden,1879].神戸〔八幡, 19

41〕,御影〔関,1933〕,摩耶山〔増田,橋本,1941〕，烏原(6

忽,1￥,27-Ⅷ-1939, 33,1旱,6-Ⅶ-1939,6罰,1平,23-

Ⅶ-1939, 23,1平,26-Ⅷ-1939,1¥,3-Ⅶ-1938,1平,9－

m-1938,2f,25-m-1939,1f,16-V-1939,23,13-W-

1939,1ギ,2-Ⅵ-1939,2￥,15-Ⅶ-1939,1早,18-Ⅵ-1939,

1旱,4-V-1980),高取山〔安谷,1940],多井畑(1<7,21-

Ⅷ-1955)，須磨(2罰,1芋,6-Ⅶ-1939),妙法寺〔鳥居,19

62〕,下谷上(1¥,29-Ⅷ-1979)，押部谷木見(1¥,24-Ⅷ

-1980).明石市明石公園(3exs.,15-W-1975,13,1旱，

29-Ⅵ-1975).高砂市伊保町〔森田,1974〕・多可郡三谷(1

ex.,26-m-1975,1ex., 13-m-1975).飾磨郡家島〔上田，

1981〕,揖保郡〔大上,1901]・氷上郡〔山本,1958),柏原(1

¥,6-m-1955,1¥,10-m-1955),黒井(13,1-m-1955,

1￥,15-Ⅷ-1955,1¥,18-Ⅷ-1955)，佐治(1芋,2-Ⅷ-19

55).出石郡神美村〔北村,1937〕,出石町川原〔高橋,1963,

1981〕ｧ桐野〔高橋,1975,1981〕・豊岡市神武山〔高橋，

1975,1981〕・城崎郡香住小原〔高橋,1981〕・養父郡氷の

山〔高橋,1959〕・美方郡扇ノ山〔湯浅,1960,辻，岸田，

1972，高橋， 1981〕．

11．GlycyphanafulvistemmaMotschulshy, 1860

(Fig.7,19,28) クロハナムグリ

MotschulskyによりMongolia,Daurienを原産地で記

載された種である (inSchrenk'sReiseAmurlander,

p.135, 1860)｡

日本からの記録はWaterhouseが初めてだろうと思わ

れる(Trans・Ent.Soc・London,1875,p.114)。その後

Reitterはその大著Best. .Tab. (38)1898.p.44にOsts.

ibirienundJapanとしてGlycetonia属で記録している。

Waterhouseは本種の記録の時EuryomiasieboldiV.

ollenhovenをGlycyphana属の種として独立種でJapanを

記録している。この種は種名にあるように日本産で記

載された種であろうと思われる(Tijdsch・Ent.Nederl.

vii,1864,p.158)。現在は変腫として扱われている。

新島，木下両博士により京都，東京を産地として図

説されている(1923)b

本種は日本全国に分布し個体数も多い。台湾に産し

ながら琉球列島からの記録がないようである。

県下にも広く分布し普通に産する。たぎ一度に多数

の採集と言うケースは割合少いようである。

台湾，朝鮮， ソ聯等にも分布している。筆者も夫々

の産地の標本を所有している（台湾捕里産3伊伊，Ⅶ

-1958,2ダダ,2早早,Ⅶ-1965. ,朝鮮這遥山， 2叡罰,20

-Ⅵ-1939， ソ珊産1旱,21-Ⅵ-1962)。日本産に比して台

湾産は白斑が小さく朝鮮産は大きく， ソ恥産もふくめ

て体は日本産より細長い感じである。

成虫は5月ごろから出現し一般に花に来て，花にも

ぐっているのが多い。幼虫はもろくなった朽ち木や腐

葉土中でそれらの腐植物を食べて育ち， 1～2年で成

10． AnthracophorarusticolaBurmeister, 1842

(Fig.6,17,27) アカマダラコガネ

本種はBurmeisterが産地をJapanとして記載された

（日本産ハナムグリとしては二番目に学名を与えられ

た種である。Handb.Ent.,Band､ III,p.624,1842)。その

後日本を産地としてはHarold(1878),Lewis(1887),

Waterhouse(1875)の報告があるが具体的な産地の記

録は無い。新島，木下両博士によって本州，九州，東

京の産を報告された(1923兆

本種は個体数のそう多くない種で， 1度にまとまっ

て採集出来るようなケースは少く割合散発的に採集出

来る。また県下の山間部での記録がほとんどない。そ

のあたりどの様な状況か調べて見なくてはならない。

日本には広く分布しているが北海道の分布は無いよう

である。

朝鮮並びにシベリア産の標本を所有している力笥日本
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12.GlycyphanatonkinensisviridisSawada,

(Fig.7,20,28) 1942 ホソコハナムグリ

本種は澤田玄正博士が1942年台湾のKuraru,Sizynk.

einearK6syu産7ダゲ'でGlycyphanagracilisとして新

種記載され同時に日本の奈良，春日山産2ざ'研， 1手，

土佐中村産1ざ!，九州鹿児島産1手をもってsubsp・vi-

ridisとして記載された所謂る日本産砺障なのである(Z-

ool・Mag., Vol.54, NQ6,p.240-242,Fig.a-d,1942)。

"zI沸求裕和氏はトンキン原産のG.tonkiensisMo-

ser (DeutscheEnt.ZeStschr､1914, p.594)の夫々亜

種として取扱っておられる(昆虫と自然,Vol､15, NQ2,

1980)。

日本亜種は原産地にあるように奈良春日山とか鹿児

島市内或は佐多岬等には比較的多くいるようである。

筆者の手許にも春日山産2ケ'3， 1¥(芝田太一氏ｲ鰈)，

鹿児島県佐多岬産1畝， 1旱（三宅義一氏採集),鹿児島

市内城山産1研,2早早(加治木氏採集)等の標本がある。

分布としては本州，四国，九州，屋久島となってい

る。兵庫県下からは全く記録されていなかった。 1982

年4月25日神戸の太山寺でシイの樹より割って田中正

治氏が1畝を採集，持参見せて下さった。今の所県下

ではこの1畝のみであるが恐らく他の産地があるよう

に思われる。何んとか調査を続けてその分布を知りた

いものである。

本種は野村氏により原色で図説されている(1963)。

産地：神戸太山寺(13,25-W-1982,M.Tanaka

leg.).

13．Oxycetoniaforticula (Janson,1881)

(Fig.22,29) ヒメハナムグリ

本種はJansonによってJapanを産地としてGlycypha-

､a属で記載された(Cist.Ent・ii,1881, p､608)その後

この原記載の標本は産地が示されていないが多分､the

islandofKiushu〃から来たものだろうと言い，一方

typeと多少違った所はあるがLooChoolslandで採れ

た本種の第2番目の標本をPryerが送ってくれたと書

いている(Cist・Ent.6,i,1888, p.194)。

LewisはJansonのコレクションのものを記録した

(1887)b

Arrowは1913年G. jucunda,G. forticula両種は大変

良く似ているが共にOxycetonia属の種であると発表さ

れた(Ann・Mag.Nat.Hist､8,xii, p,396, 19131

沢田玄正博士は琉球産の多くの標本を検された結果

〕

7

と

り

〕

－9－



ウ

てんとうむし2281984. NQ9

てG. jucunda,Fald.と同一種であるとの見解を発表さ

れた(1887)。

Arrowは前種の所で述べたようにG. jucUnda,Fald.

及びforticula,Jans.の両種をOxycetonia属のものであ
ることを述べている(1913)。

新島，木下両博士は日本の各地の産，従来の文献で

の産地をふくめた図説をされた(1923兆

本種は日本各地に普通に産する種であると共に分布

も可成り広く南方におよびシッキムとかネパール， シ

ベリア， カリフォルニア等にもいるようになっている。

日本の南方の諸島にいるのは亜種を別けて取扱われ

ている。次に亜種名を記しておく。原亜種は日本全国

（北海道から対馬，屋久島まで） と済州島，朝鮮， シ

ベリア，支那である。尚異常型が記載されているので

之に就いては後で述べる。

subsp. ishigakiana Nomura, 1959．石垣島．

subsp・miyakoana Nomura, 1959.宮古島,伊良部

島，西表島．

subsp.yonakunianaNomura, 1959.与那国島．

極東地区に広く分布しているOxycetoniajucunda(Fal.

derman)の1亜種として取扱うべきであるとされた(虫

報, NQ2,p.8-10, 1950)｡そして一応この取扱で暫くは

経過した力欝1966年野村鎮氏は九州では両者(G・jucu･

nda&ssp・forticula)共に産するので別種として取扱

うべきとの考えを示された（桐朋学報， 15号, p.91,

1966)。

独立種であるのか亜種であるのか材料が充分に無く

生態なども全くわからないので判断し難いが少くとも

筆者の所有している本種の田交尾器は0. jucundaと異

るので別種と考えてもよいのではないかと考える （所有

標本：鹿児島県佐多岬産2訊畝， 1旱． トカラ諸島宝島

産1忽， 1¥．奄美大島産1忽， 2早￥・沖縄本島産1研，

1平たたず九州以南諸島に分布している0. jucundaの

各亜種との区別は可成り困難である。

外見での区別は相当困難であり最近両者の区別に就

いて石田正明氏も詳しく検討しておられる (Elytra,7

巻， 2号, p.42-43, 1980)。

兵庫県下では淡路島からの記録があるが標本を検し

ていないのでよくわからない。

産地：三原郡福良〔久松， 1973〕． 兵庫県下でも普通に産する種である。成虫は4月ご

ろから出現し，花に集まる。幼虫はもろくなった朽ち

木や腐った落葉の中などにもぐっている。幼虫はこれ

ら腐植物を食べて育ち4～5月ごろ鯆化する。卵から

成虫までの期間は1～2年と言われている。これ程の

普通種でありな力苛らその生活史の詳しいものは見当ら

ない。僅かに細辻，吉田氏の報文があるがこれは貴重

である （芝生の病虫害と雑草， 1979)。

尾節板の点刻はざ'より子の方が密で，前雁節の外歯

と後睦節の端刺は罰では共に鈍く尖り， ¥ではや、鈍

い。

産地：津名郡津名町大皿大日ダム〔堀田,1974〕・洲本市

先山〔久松,1973，堀田,1974,1976〕，安乎町〔堀田,19

79〕・川辺郡猪名川町槻並，上阿古谷，清水，木間生，

上原〔仲田,1978〕・川西市笹部，妙見山上〔仲田,1978〕・

西宮市甲東園〔戸沢,1936〕,岡田山〔前多他,1974)&Hio-

go[Heyden, 1879].神戸市御影〔関,1933),摩耶山〔増

田，橋本， 1941〕,烏原(8exs.,22-V-1938,12exs.,23-K

-1937,2exs., 22-V-1938, 1ex.,19-m-1937, 1ex.,5-V

-1938,1ex.,29-N-1939, 1ex.,1-W-1941,1ex.,10-W-19

39,1ex.,2-V-1939),箕谷(5exs.,16-V-1949, 26exs.,

9-V-1948),板宿〔鳥居,1962),舞子(3exs.,5-V-1939),

谷上(1ex., 29-m-1979),妙法寺(6exs.,11-m-1978, 1e

x.,4-X-1978,1ex.,23-V-1979),押部谷町木見(1ex.,24

-m-1980).明石市明石公園(1ex.,21-W-1975).高砂市

伊保町〔森田,1974〕・多可郡加美町三谷(2exs.,29-m-19

14. Oxycetoniajucunda (Faldelmann, 1835)

(Fig.7,21,29) コアオハナムグリ

本種の原記載はFaldelmannがCetonia属でしている

(Med・ Acad・ Peterosburg,II,p.386,p1.Ⅳ,f､4,5,18

35)｡この原記載見たこと力罫無いので基本産地は何処な

のかよくわからない。他の多くの文献も調べて見たが

原産地はわからなかった。Arrowもタイプはわからな

いむね記しておりシノニムとなるCetoniaprasina及

UrC. sanguinalisはBritishMuseumにあると書いてお

られる(FaunaBritishlndia,Coleop・Lamel1.1910)｡日

本での産で無いことは確である。 日本からの本種の記

録の一番初めてはWaterhouseのGlycyphanaargyros-

tictaBurm・Japan,N.andS.と言う(1875)のと同じ

年にE. v.HaroldのGlycyphanajucundaの日本からの

記録(1875）のものであると考えられる。Waterhouse

はこの時点でG.albosetosaをシノニムとされているが

何故か0． jucundaなる種力爵全然出て来ない。Haroldは

1877年の論文にも0. jucundaを記録している。

L.v.Heydenは1879年にG・jucundaFalderm. (1835)

var.argyrostictaBurm.(1842)=albosetosaMotsch.

(1861)としてMino,Echizen,Hiogo&Kiushiuを産地

に記録された。

G・LewisはG・Goryi,Guerin,G.argyrosticta,Bur-

､.,G.Kuperi,Schaum.,G・albosetosa,Motsch.はすべ
＝

-10-
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簿
かつたミヤコツヤハナムグリに就いて紹介させて貰い

度い。同じグループのものであるからお赦しを頂き度

いと思う。

o ミヤコツヤハナムグリについて

新島善直，木下榮次郎両博士は1923年シラホシハナ

ムグリの標本の中から雄の交尾器が全く異る種として

ミヤコハナムグリLiocolamiyakoensisNiijimaetK-

inoshitaなる新種を発表された(Res.Bull.,Coll.Exp.

Forest,Coll.Agr.,Hokkaidolmp.Univ.,Japan, II(2):

170, 233, Taf､11,f,6,Taf.V,f.14,Taf.Ⅶ, f.17,19

23)｡そして産地を宮古島と土佐（宿毛） とされた。

新島，木下両博士の原記載には全形圖並びに写真，

交尾器の図とついているので一応本種がどんなもので

あるかわかるのであるがその後現在にいたるまで本種

を正確に記録されたものがほとんど発表されなかった

ab・ ferruginosa (Reitter, 1898).
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7,2Fxs.,23-K-1939,2exs., 5-W-1939),箕谷(2exs.,
9-V-1949),舞子(2exs., 5-V-1939).

ことから幻のハナムグリのような印象をいだいていた。

原記載以後1933年加藤正世博士力劃原色で図説され

（分類日本昆虫図鑑，第八輯, p1.12,f.2),平山修次郎

氏も1941年に原色で図説された(原色甲虫図譜,p1.24,

f.2,p.59), しかし夫々違って図説されている（平山氏

のものはProtaetialewisiJansonの小形種であると，

八幡， 1941．加藤氏のものもP. lewisi Jansonのよう

な気がするがこの方はまだはっきりしない)。

新島，木下両博士が新種として記載された時使用さ

れたタイプ標本も1忽だけが正しくallotypeはP. pry･

eriであり，四国産のparatypeはP.orientaljsであった

と （野村， 1966％このようなことから本種力苛どんなも

のであるかを知りたく考えていた。

1930年は結構ハナムグリ類の分類，調査をやる人も

多く筆者もその1人として多くの標本を集めたもので

あるが何分交通事情が悪く，戦時態制下の諸制限等も

あり充分なる採集調査が出来なかったため遂にわから

ぬま、筆者も戦地に出掛けてしまった。

戦争末期に発表された八幡英夫氏の、日本産Prota-

etia属の種に就いて〃 （昆虫, 15巻, 2号, 1941)なる

研究論文の中でも本種はわからぬま、記載されなかった。

終戦直後に発表された澤田玄正博士の蝋琉球列島の

コガネムシ類〃 (JournalAgr.Sci.TokyoNodai, I1(2)

:292, 1950）の中でも本種はわからぬま、学名だけが

含まれているにすぎない。

戦後日本の範囲も狭くなってしまったこと力罫所謂る

南西諸島の詳しい調査がおこなわれるようになった。

ところがあれだけ物議を醸す程昆虫採集の徹底実施が

おこなわれているにもか、わらず本種に就いての記録

ab. dolens Kraatz, 1879

アムール原産。黒色にて斑紋比較的少いか或は欠く。

日本各地にいる。北海道産は光沢あり，台湾にも産す

ると。県下でも注意すれば採集出来る。

産地：西宮市香櫨園(4exs.,19-V-1939).神戸市烏原

(1ex., 27-V-1939),須磨(1ex., 18-V-1939).

以上兵庫県産ハナムグリ族14種についてのべたが本

州産の他の1種と言うのはミヤマオオハナムグリ

Protaetialugubrisinsperata (Lewis,1879)である。

|原亜種はヨーロッパに広く分布するP. lugubris(Herb.

st, 1786)である。 日本産のものは前記萌種扱されて

いるが北海道，本州，四国，九州に分布している種で

北海道には割合普通にいる種のようである （筆者の手

許にも北海道産1畝， 6¥がある入その他の地域にど

の様に分布しているのか良くわからないが近畿地方で

は少くとも高野山あたりの山地帯にはいるようである

（伊賀,. 1955)｡兵庫県下での記録は全く無いが北部山

地帯に産する可能性は充分ある。 もっと詳しく調べて

見たい。

兵庫県下には本州産ハナムグリ族のほざ全種が分布

しているが各種の分布に就いてはさらに北部方面の詳

しい調査で変ってくるものと期待出来る。

さて最後に兵庫県産には全く関係のない種であるが

長い間ハナムグリ類の調査をしてどうも良くわからな

－11－
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Fig.6.左.シロテンサ､ﾑグﾘProtaetiaorientalisubmarmorea (Burmeister,1842)
神戸市押部谷木見産， ¥,24-Ⅷ-1980．体長25mm

右.アカマダラコガネAnthracophorarusticolaBurmeister,1842

神戸市烏原産， ざ' ’16-Ⅶ-1967．体長20mm

Fig.3.左.アオハナムグリCetonia(Eucetonia)roelofsiHarold,1880.
明石公園産， ￥,21-Ⅵ-1975．体長･20mm

右.ハナムグリ Cetonia(Eucetonia)pilifera(Mtschulsky l860)

神戸市御影産， ざ' ,28-Ⅳ-1961．体長･'6mm

、

Ｉ

Fig.7.左‘クロハナムグリGlycyphanafuluistemmaMotschulsky, 1860.

神戸市山の街産， 7－Ⅵ-1959．体長14mm

中.ホソコハナムグリGlycyphanatonhinensisviridisSawada,1942

神戸市太l｣I寺産， 13，25-Ⅳ-1982．体長11mm

右.コアオハナムグリ0xycetonia jucunda (Faldelmann,1835).

神戸市下谷上産， 29-Ⅷ-1979．体長14mm

Fig.4.左.シラホシハナムグリProtaetiabrevitarsis (Lewis,1879)

氷上郡市島産， ざ' ’25-Ⅶ-1955．体長･20mm

右.ムラサキﾂﾔﾊﾅﾑダﾘProtaetiacataphractaArrow, 1913.

美方郡湯村産， ¥,27-Ⅶ-1952．体長･24mm

、 F｣

Fig.8, ミヤコ､洋パﾅﾑダﾘProtaetiamiyakoensis (NiyimaetKinoshita,1923)
宮古島産，乳体長23mm,伊,体長24mm.¥,体長24mm、
22－V－1973．

Fig.5.ｷﾖｳﾄｱｵパﾅﾑク|jProtaetia lenzi (Harold, 1876)
明石市明石公園産,3-Ⅶ-1977.左,ざ'体長22mm.右,系体長23mIn

－13－
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兵庫県産ハナムグリ類の各種の雄交尾器（1）

I

Fig.12． 側面図 背面図
Cetoniapilifera(Motsch.） ハナムグリ

Fig.9.背面図 側面図
Rhomborrhina JaponicaHope カナブン

Fig. 13. 側面図 背面図
CetoniaroelofsiHarold・ アオノ､ナムグリ

Fig.10. 背面図 側面図
RhomborrhinaunicolorMotschulsky アオカナブン

I

Fig.14. 背面図 側面図
Protaetiabrevitarsis(Lewis)

Fig.11. 背面図 側面図
RhomborrhinapolitaWaterhouseクロカナブン シラホシハナムグリ

－14－
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兵庫県産ハナムグリ類の各種雄の交尾器（2）

｝

Fig.15． 背面図 側面図

ProtaetiacataphractaArrowムラサキﾂﾔﾊﾅﾑｸﾞﾘ

Fig.18. 背面図

AnthracophorarusticolaBurmeisterアカマダラコガネ

≦く昌、

Fig.16． 背面図 側面図
Protaetialemzi (Harold)． キョウトアオハナムグリ

Fig.19． 背面図 側面図 ．
GlycyphanafulvistemmaMotschulsky クロハナムグリ

ノ

側面図 Fig.20Fig.17． 背面図 背面図
Protaetiaorientalissnbmarmorea(Bwrmeister)ｼﾛﾃﾝパﾅﾑグﾘ GlycyphanatonkinensisviridisSawadaホソコハナムグリ

－15－
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兵庫県産ハナムグリ類の各種雄交尾器（3）

Fig.21． 背面図 側面図
OxycetoniajUcunda(Faldelmann) コアｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ

’

､

Fig.24.カナブン(o),クロカナブン(o)
の記録地点

Fig.22． 背面図 側面画
0xycetoniaforticula(Janson)ﾋﾒﾉYﾅ今ﾑグﾘ(奄鰡産）

ミヤコツヤハナムグリ雄交尾器

．・・・･嘩
菟

●
●

ロロ

』

／／

Fig.23． 背面図
Protaetiamiyahoensis(NiyimaetKinoshita)

ミヤコツヤハナムグリ （宮古島圏

側面図
ハナムグリ(o)Fig.25．アオカナブン(●）

の記録地点

－16－
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’

Fig.28． クロハナムグリ(o),ホソコハナムグリ(o)
の記録地点

Fig.26.アオハナムグリ(o) ,シラホシハナムグリ(o)
ムラサキツヤハナムグリ（×)の記録地点

Fig.29． ヒメハナムグリ(o), コアオハナムグリ（●）
の記録地点

Fig.27.キョウトアオハナムグリ(o),シロテンハナムグリ(o)
アカマダラコガネ(×）の記録地点

－17－




